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上場維持基準の適合に向けた計画に基づく進捗状況（改善期間入り）について 

 

当社は、2021年 12月 13日に、東証スタンダード市場の上場維持基準への適合に向けた計画を提出し、

2024 年９月 30日にその進捗状況について開示しております。2025 年６月 30日時点において、同市場に

おける上場維持基準に適合しない状態となったことを受け、下記のとおり、上場維持基準の適合に向け

た計画の進捗状況等について作成しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

〇当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間（改善期間） 

 当社の 2025 年６月末日時点における東証スタンダード市場の上場維持基準への適合状況は、以下の

とおりとなっており「流通株式時価総額」基準について適合しておらず改善期間入りしております。当

社は、「流通株式時価総額」基準に関し、2026 年６月末までを目途に上場維持基準を充たすために各種

取組みを進めてまいります。 
 株主数 

（人） 

流通株式数 

（単位） 

流通株式時価総額

（億円） 

流通株式比率

（％） 

当社の適合

状況及びそ

の推移 

2023 年６月末時点 3,314 12,006 4.72 27.5 

2024 年６月末時点 2,962 12,294 5.26 28.2 

2025 年６月末時点 4,970 18,791 7.83 43.1 

上場維持基準 400 2,000 10.00 25.0 

適合状況 適合 適合 不適合 適合 

計画期間（改善期間）   2026 年６月末  

※当社の適合状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社提出の「株券等の分布状況等」

を基に判定を行ったものであり、流通株式時価総額は、流通株式数に事業年度の末日以前３ヶ月間の日々

の終値の平均値を乗じて算出しております。 

 

〇上場維持基準の適合に向けた取組の実施状況及び評価（2024 年７月～2025 年６月） 

当社は、2025 年６月期まで８期連続で経常損失および当期純損失を計上しており、業績不振に加え、

過去に株主優待制度を休止したことが株価低迷を招き、「流通株式時価総額」基準への不適合に至ったも

のと認識しております。この状況を踏まえ、まずは業績の回復と早期の復配を最優先課題として取り組

んでおります。 

2025 年６月期においては、2024 年９月 30 日に公表した改善計画に基づき、大株主との協議を経て、

保有株式の市場売却を促進いたしました。加えて、創業者資産管理会社が保有する当社株式について、

2024 年 11 月および 2025 年６月の２度にわたり立会外分売を実施し、流通株式数の増加を図りました。

さらに、「株券等の分布状況表」の整備を通じて、東京証券取引所の定める基準に則った流通株式数の算



定強化にも取り組んでおり、2025 年９月１日時点において、目標とする流通株式数の達成見込みが立っ

ております。 

業績面においては、コロナ禍を契機に飲食店に対するお客様の利用スタイルは大きく変化いたしまし

た。当社はその環境変化に対応すべく、営業損益の改善を目的とした業態ポートフォリオの見直しを進

めており、前期には新規出店２店舗および業態転換５店舗を実施いたしました。 

また、更なる収益力向上のため、店舗運営の効率化に取り組んでおり、適正なオペレーション管理と

本部経費の見直しを通じてコスト構造の改善を推進しております。これらの施策は、2026 年６月期の黒

字転換に向けた基盤整備として取り組んでおります。 

 

○上場維持基準に適合していない項目のこれまでの状況を踏まえた今後の課題と取組内容 

【流通株式時価総額】について 

今後の課題としては、「流通株式時価総額」の改善が挙げられます。流通株式数については、計画に基

づく施策により目標水準に到達する見通しが立っておりますが、株価水準の向上が引き続き必要な状況

です。当社は、2025 年 12 月末までに株価 429 円（約５％上昇）を目標とし、企業価値向上に向けた施

策を継続しております。 

その一環として、2024 年 12 月期より再開した株主優待制度は、すでに 1 年間の運用実績を有してお

り、費用対効果を重視した内容で展開しております。具体的には、当社運営飲食店で利用可能な飲食券

を中心に、店舗利用が困難な株主様には全国の飲食店で利用可能なジェフグルメカードとの選択制を導

入しております。 

また、ＩＲ活動の強化にも取り組んでおり、2025 年２月より月次売上状況の開示を開始するとともに、

業態転換店舗「じんべえ太郎」のリニューアルに際しては、PR TIMES での情報発信やＳＮＳを活用した

販促活動を実施し、各種メディア取材への対応を通じて企業認知度の向上を図っております。 

当社は、2025 年６月末時点において「流通株式時価総額」基準に不適合であることから、東京証券取

引所より改善期間入りと判定されており、2026 年６月末を計画期間の終了時点と定めております。 

当社は、引き続き、株価上昇施策およびＩＲ活動の強化を通じて、上場維持基準への適合を目指して

まいります。 

 

 

以上 


